








































































































分を犠牲にして他人に利益を与えるこ 」とあ ところが ②〔仏〕には「人々 功徳・利益（りやく）を施して済度すること」とある。ここで問題であると私が考えた は、①の「自分を犠牲にして」の言葉が②ではないことである。　
『大辞林』（松村明編者 三省堂、１９９２年、２５３３頁）にも、「利他」とは、①としては「自分を犠牲にし




























仏教が現れた。その「大乗仏教」は、「自己犠牲」が利他の条件となり、『自己犠牲をともなわない、単なる教育としての利他 にせも である。大乗の利他こそが本当の意味 も慈悲だ』 いって釈迦本来の仏教を貶めた」としている。（同書、６７頁）　
本稿では、佐々木氏の解釈に賛同する立場を取る。
　
なぜならば、釈迦はそもそも人のあらゆ 苦しみから解放され 真 幸福を得るためにどうしたらよいのかを探る
ために、出家し、悟りを開いたと云われている。そ ことを考える 、自己犠牲の無理強いを説 たとは考えられない。　




































































































低くしてオキシトシン濃度を高めることに関係してい」（高橋著、２５頁）る。子どもにとって、母親が落ち着いて、心安らかな気持ちで育児をすることは大切である。もちろん、母子間のスキンシップは、子どもにとっても大切である。「正常に生まれた新生 にとって最適 姿勢は、密着した母親との身体接触が保たれている姿勢であるといわれて」（同書、２５頁）いる。「この母親との濃密な身体接触が新生児の 力を維持し、新陳代謝を盛んにして心身の健康を保障しているといえ」（同書、２５頁）る。　
高性能なオキシトシンの生成システムの健全な成長のために、子どもの誕生直後から高性能なオキシトシンの生成



















人間関係」を構築することが必要である。すなわち、友達 対して共感し、思いやりの行為をす と同時に、友達からも共感され、理解され、思いやられる、両方向からの共感や思 やりの 情の受け渡しが出来る環境に置かれ ことは、オキシトシンの分泌がより一層保障されるわけである。　
「オキシトシンの働きによって人 優しくなり、人に好意を寄せ、好意ある行動を ます。すると、好きになられ










を残すことができ、その結果、その個体の遺伝的な形質がより広く後の世代に伝わるという説」である。この説に従えば、「利他 行動は 自己の個体の繁殖確率を下げ 、最適な行動ではないこと なる。しかし、これまでの考察によれば、利己的な個体が必ずし 健康 、幸福に生き残れるものではないことが分った。　
大橋力らによるテトラヒメナの実験によれば、「利他的自己解体を実行させる動力は、利己的個体維持機構によっ






分った。そのために、「利他」は自分が犠牲になる とではなく、表面的には犧牲になったように見えた しても、最終的には、他人と共 自分も恩恵を被るということが分かった。反対に、誰かの犠 上に成り立つ幸福は、本質的には、幸福ではないことも分った。みんなの幸せを願い、みんなが幸せになるような行いをし、みんなで せになることが「利他」の理想的な有り様であろう。釈尊は、人類の幸せを願って 悟りの道を我々 教え示した。ただ、その道を歩むのは我々一人ひ りである。我々 、他者に助けられながらでも、あるいは他者と協力し合いなが でも、真実の幸せ 他人 与えてもらう のではなく、 で、 る は自分たちで掴んで かなければならな ものであると考えられる。人類の未来は我々ひとり一人にかかってい 。引用文献
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われたテトラヒメナとは、水中に生息する繊毛虫の属の一つである。洋梨型の形態をしている。多数の繊毛が生えており、これによって運動する。細胞内には、収縮胞があり、細胞核は、大核と小核に分かれている。小核は生殖核とも呼ばれ、通常の染色体を持ち、細胞分裂 たびに受け継がれてゆく。大 は、多細胞生物でいうと体細胞のような役割をしている。（巌佐・倉谷編『岩波生物学辞典』第５版、岩波書店２０１３年）
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